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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

山
口
昌
子

や
ま
ぐ
ち　

し
ょ
う
こ

慶
應
義
塾
大
学
卒
業
、産
経
新
聞
社
入
社
。一九
九
〇

〜
二
〇
一一
年
ま
で
パ
リ
支
局
長
。
著
書
に
『
大

国
フ
ラ
ン
ス
の
不
思
議
』『
フ
ラ
ン
ス
よ
、
ど
こ
へ

行
く
』『
ド
ゴ
ー
ル
の
い
る
フ
ラ
ン
ス
』
な
ど
。

選
択
肢
の
な
い
選
択

誰
が
勝
利
し
て
も
緊
縮
財
政
。

欧
州
債
務
危
機
の
な
か
に
あ
っ
て
、

大
き
な
選
択
の
物
語
は
終
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

ニ
コ
ラ
・
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
（
57
）
が
再
選
を
果
た
す
の
か
。
社
会

党
の
公
認
候
補
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ラ
ン
ド
氏
（
57
）
が
勝
利
し
て
、

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
元
大
統
領
（
在
任
期
間
一
九
八
一
〜
九
五
年
）

に
次
い
で
第
五
共
和
制
で
二
人
目
の
社
会
党
出
身
の
大
統
領
に
就
任

す
る
の
か
―
―
。

　

大
統
領
選
挙
（
直
接
選
挙
＝
四
月
二
二
日
、二
回
投
票
＝
五
月
六
日
）

ま
で
約
一
〇
〇
日
に
迫
っ
た
一
月
八
日
に
仏
日
曜
新
聞
「
ジ
ュ
ル
ナ
ル
・

デ
ュ
・
デ
ィ
マ
ン
シ
ュ
」
が
発
表
し
た
世
論
調
査
は
、
サ
ル
コ
ジ
氏
の
追

撃
ぶ
り
を
示
し
た
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。「
次
の
日
曜
日
に
大
統
領

選
の
一
回
投
票
が
行
わ
れ
た
ら
、誰
に
投
票
す
る
か
」
の
設
問
に
対
し
て
、

オ
ラ
ン
ド
氏
の
二
八
％
（
前
回
比
＋
〇・五
）
に
対
し
、
サ
ル
コ
ジ
氏
は

二
五
％（
同
＋
二・〇
）。
三
番
手
に
は
極
右
政
党
、国
民
戦
線
の
マ
リ
ー
ヌ・

ル
ペ
ン
党
首
が
一
九
％
（
同
―
一・〇
）
で
続
き
、
こ
の
と
こ
ろ
躍
進
ぶ
り

が
目
立
つ
中
道
左
派
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ・ベ
イ
ル
党
が
一
二
％（
同
＋一・〇
）。

　

オ
ラ
ン
ド
氏
は
昨
年
一
〇
月
の
社
会
党
予
備
選
で
正
式
に
公
認
候
補

に
な
っ
て
以
来
、
各
種
世
論
調
査
の
支
持
率
で
サ
ル
コ
ジ
氏
を
断
然
引

き
離
し
て
お
り
、
昨
年
一一
月
初
旬
の
世
論
調
査
で
は
一
回
投
票
の
得

票
率
は
三
五
％
を
超
え
、
楽
勝
が
予
測
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
一
方
で

社
会
党
支
持
者
の
間
か
ら
も
、「
結
局
は
サ
ル
コ
ジ
が
再
選
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
懐
疑
論
も
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
。
実
は
、こ
の
「
オ

ラ
ン
ド
勝
利
」
と
「
サ
ル
コ
ジ
再
選
」
の
予
測
の
背
景
に
は
、「
ユ
ー
ロ

危
機
」
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

ユ
ー
ロ
危
機
に
よ
る
政
権
交
代
が
相
次
い
だ
欧
州

　

ギ
リ
シ
ャ
を
は
じ
め
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
と
「
ユ
ー

ロ
危
機
」
に
見
舞
わ
れ
た
各
国
政
府
は
国
民
に
不
人
気
な
緊
縮
財
政

２
０
１
２
年
の
政
治
変
動　
フ
ラ
ン
ス

大
統
領
選
挙
の
世
論
調
査
で
リ
ー
ド
す
る

社
会
党
オ
ラ
ン
ド
候
補
（
Ａ
Ｐ
／
ア
フ
ロ
）
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を
余
儀
な
く
さ
れ
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
欧
州
の
選
挙
で
顕
著
だ
っ
た
「
左

右
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
に
、

政
権
交
代
し
た
。
こ
れ
ら
の
国
の
国
民
に
倣
え
ば
、「
ユ
ー
ロ
危
機
」
の
た

だ
中
に
い
る
フ
ラ
ン
ス
も
ま
た
、
政
権
が
交
代
し
て
当
然
と
い
う
わ
け
だ
。

　

現
に
、フ
ラ
ン
ス
の
フ
ィ
ヨ
ン
首
相
は
昨
夏
に
発
表
し
た
一一
〇
億
ユ
ー

ロ
の
財
政
赤
字
削
減
政
策
に
続
い
て
、
昨
秋
、
年
金
制
度
改
革
や
増

税
と
い
う
大
規
模
な
追
加
政
策
を
発
表
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
付
加
価
値

税
は
一
九・六
％
と
高
率
だ
が
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
軽
食
店
や
ス
ポ
ー

ツ
用
品
の
一
部
な
ど
は
例
外
的
に
五・五
％
と
日
本
並
み
に
低
率
だ
。
そ

れ
を
、
七
％
に
引
き
上
げ
た
ほ
か
、
大
企
業
の
法
人
税
の
一
時
的
な
引

き
上
げ
や
公
共
建
物
な
ど
税
控
除
の
一
部
廃
止
、
年
金
制
度
改
革
の

見
直
し
、
不
動
産
税
や
タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
は
て
は
砂
糖
入
り
飲

料
水
の
税
率
の
引
き
上
げ
な
ど
な
ど
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
一
二
年

予
算
で
七
〇
億
ユ
ー
ロ
の
赤
字
を
削
減
す
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
い
ず

れ
も
国
民
生
活
に
直
結
し
た
厳
し
い
内
容
だ
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
財
政
状
況
は
極
め
て
深
刻
だ
。
二
〇
一
〇
年
の
財
政
赤

字
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
で
七・一
％
。
ユ
ー
ロ
参
加
の
条
件
で

あ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
三・〇
％
以
下
を
大
き
く
割
り
込
ん
で
い
る
。
イ
タ
リ
ア

の
四・六
％
よ
り
も
悪
い
。
ユ
ー
ロ
参
加
の
も
う
ひ
と
つ
の
条
件
は
公
的

債
務
残
高
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
六
〇
％
以
下
だ
が
、
こ
れ
も
約
八
五
％
と
、
は

る
か
に
上
回
る
数
値
だ
。
仏
政
府
は
ユ
ー
ロ
安
定
・
成
長
協
定
に
よ
り
、

二
〇
一
三
年
ま
で
に
財
政
赤
字
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
三
％
に
引
き
下
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
経
済
成
長
は
今
後
も
鈍
化
の
見
通
し
だ
。
米
格
付

け
会
社
か
ら
は
最
高
級
の
「
Ａ
Ａ
Ａ
」
か
ら
の
格
下
げ
を
宣
言
さ
れ
る

始
末
だ
。

　

フ
ィ
ヨ
ン
首
相
は
大
統
領
選
を
控
え
て
、「
あ
え
て
」
国
民
に
不
人

気
の
緊
縮
財
政
を
発
表
し
た
の
は
、
政
府
と
し
て
勇
気
が
あ
り
、
真

に
国
の
将
来
を
考
慮
し
た
結
果
だ
と
強
調
し
た
。
も
っ
と
も
、
不
人
気

政
策
の
発
表
を
大
統
領
で
は
な
く
、
当
然
の
役
割
と
は
い
え
、
首
相

が
行
っ
た
と
こ
ろ
に
、「
大
統
領
選
へ
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
」
へ
の
恐
れ
が

垣
間
見
ら
れ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
も
ギ
リ
シ
ャ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
に
続

い
て
政
権
が
交
代
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
「
歯

痛
が
酷
い
時
は
歯
医
者
を
変
え
な
い
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。「
悪
天

候
の
と
き
は
船
長
を
変
え
な
い
」
と
も
言
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
ユ
ー
ロ

危
機
」
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
直
面
し
、
大
統
領
は
変
え
な
い
、
と
い

う
わ
け
で
、「
サ
ル
コ
ジ
再
選
」
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
「
ユ
ー
ロ
危
機
」
は
緊
縮
財
政
を
生
ん
だ
ば
か
り
で
な
く
、
内
政
問

題
で
も
、
左
右
の
激
し
い
論
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
サ
ル
コ
ジ
氏

が
財
政
赤
字
を
招
い
た
元
凶
と
し
て
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
社
会
党
政
府
時
代

（
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
二
年
）
に
導
入
し
た
「
週
三
五
時
間
労
働
」
と

「
六
〇
歳
定
年
」
を
槍
玉
に
挙
げ
た
か
ら
だ
。
サ
ル
コ
ジ
政
権
は
年
金
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制
度
改
革
で
、「
法
定
六
〇
歳
定
年
」
を
「
六
二
歳
」
に
引
き
上
げ
た
が
、

社
会
党
は
「
政
権
を
と
っ
た
ら
六
〇
歳
に
戻
す
」
と
公
約
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
オ
ラ
ン
ド
氏
は
先
に
、「
一
八
歳
で
働
き
始
め
、
負
担
金
を

四
一
年
間
納
め
た
場
合
（
ほ
ぼ
月
収
の
満
額
の
年
金
を
受
給
で
き
る
）、

六
〇
歳
で
退
職
可
能
」
と
の
条
件
を
付
け
、「
法
定
六
〇
歳
定
年
」
は

明
言
し
て
い
な
い
。
当
選
の
暁
に
は
緊
縮
財
政
を
実
施
せ
ざ
る
を
え
な

い
財
政
情
勢
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
意
識
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

社
会
党
側
は
、
公
的
債
務
残
高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
六
四
％
か
ら
八
七
％

と
急
増
し
た
の
は
二
〇
〇
七
〜
一
一
年
の
サ
ル
コ
ジ
政
権
下
で
あ
り
、

「
三
五
時
間
労
働
」
や
「
六
〇
歳
定
年
」
と
は
無
関
係
だ
と
反
論
。
サ

ル
コ
ジ
政
権
が
「
も
っ
と
働
き
、
も
っ
と
稼
ご
う
」
と
い
う
欺
瞞
の
も

と
に
富
者
有
利
の
税
制
や
銀
行
支
援
な
ど
に
巨
額
の
額
を
つ
ぎ
込
ん
だ

た
め
と
批
判
し
て
い
る
が
、こ
れ
に
対
し
て
サ
ル
コ
ジ
側
は
、「
リ
ー
マ
ン・

シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
る
世
界
不
況
の
影
響
と
一
蹴
し
て
い
る
。

「
欧
州
」
と
い
う
新
し
い
争
点

　

さ
ら
に
今
回
の
大
統
領
選
で
は
、「
ユ
ー
ロ
危
機
」
を
背
景
に
、
初

め
て
「
欧
州
」
が
争
点
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
過
去
三
回
の

選
挙
で
は
「
治
安
」「
失
業
」「
移
民
」
な
ど
内
政
が
争
点
だ
っ
た
。

　

サ
ル
コ
ジ
氏
は
、「
ユ
ー
ロ
は
欧
州
だ
」
と
指
摘
し
、
新
年
の
挨
拶
で

も
、「
今
年
の
課
題
は
欧
州
」
と
言
明
し
た
。
確
か
に
「
ユ
ー
ロ
危
機
」

は
経
済
問
題
で
も
通
貨
問
題
で
も
な
く
、「
欧
州
統
合
」
と
い
う
欧
州

の
夢
が
か
か
っ
た
政
治
的
社
会
的
、い
や
歴
史
的
哲
学
的
問
題
で
あ
る
。

こ
の
辺
を
見
過
ご
す
と
、「
ユ
ー
ロ
危
機
」
の
行
方
を
見
誤
る
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
、
と
思
う
。

　

ユ
ー
ロ
創
設
の
道
筋
を
つ
け
た
欧
州
連
合
条
約
（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト

条
約
、
一
九
九
二
年
二
月
調
印
）
の
起
源
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

一
〇
〇
年
の
間
に
三
度
交
戦
し
た
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
が
二
度
と
戦
火

を
交
え
な
い
よ
う
に
と
の
祈
願
を
込
め
た
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
Ｅ

Ｃ
Ｓ
Ｃ
、
一
九
五
一
年
創
立
）
だ
。
仏
独
が
欧
州
統
合
で
舵
取
り
を
し
、

そ
れ
を
他
の
加
盟
国
も
黙
認
、
追
従
し
て
き
た
の
は
、
こ
う
し
た
歴
史

的
背
景
が
あ
る
か
ら
だ
。「
ユ
ー
ロ
危
機
対
策
」
で
サ
ル
コ
ジ
氏
と
メ
ル

ケ
ル
独
首
相
が
し
ば
し
ば
会
合
を
重
ね
、
欧
州
委
員
会
や
ユ
ー
ロ
圏
首

脳
会
議
及
び
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
に
提
案
を
繰
り
返
し
た
の
も
、
当
然
の
成

り
行
き
と
い
え
る
。　
　

　

サ
ル
コ
ジ
氏
の
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
重
視
の
態
度
は
、
社
会
党
内
か
ら
、

「
サ
ル
コ
ジ
＝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
」「
メ
ル
ケ
ル
＝
ビ
ス
マ
ル
ク
」
と
の
批

判
を
呼
ん
だ
。
サ
ル
コ
ジ
氏
が
、
普
仏
戦
争
時
に
ド
イ
ツ
に
降
伏
し
た

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
同
様
、
経
済
的
な
優
位
を
誇
り
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
よ

う
に
強
靭
な
メ
ル
ケ
ル
氏
に
「
降
伏
」
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

し
か
し
、こ
う
し
た
社
会
党
内
の
「
ド
イ
ツ
嫌
い
」
の
風
潮
に
、
も
っ

と
も
慌
て
た
の
は
オ
ラ
ン
ド
氏
の
は
ず
だ
。
オ
ラ
ン
ド
氏
は
社
会
党
出
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身
の
大
統
領
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏
に
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
て
、
演
説
や
言
動

を
彼
に
懸
命
に
近
づ
け
て
い
る
が
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏
こ
そ
「
フ
ラ
ン
ス

は
わ
が
祖
国
、
欧
州
は
わ
が
未
来
」
を
呪
文
の
よ
う
に
唱
え
た
確
固

た
る
欧
州
主
義
者
だ
か
ら
だ
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
コ
ー

ル
独
首
相
と
は
個
人
的
に
も
親
密
な
関
係
を
結
ん
だ
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏

の
葬
儀
の
日
、
コ
ー
ル
氏
が
巨
体
を
揺
ら
し
て
滂
沱
の
涙
を
流
し
た
姿

は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
記
憶
に
、
ま
だ
新
し
い
。

　

サ
ル
コ
ジ
氏
は
確
か
に
、「
ユ
ー
ロ
危
機
」
の
解
決
策
と
し
て
欧
州

中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
の
介
入
な
ど
に
頑
な
に
反
対
を
唱
え
た
メ
ル
ケ

ル
氏
に
何
度
か
妥
協
し
た
が
、「
ド
イ
ツ
と
は
永
遠
に
妥
協
す
る
」
と
開

き
直
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
メ
ル
コ
ジ
大
統
領
」
と
い
う
呼
称
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
左
派
系
メ
デ
ィ
ア
が
メ
ル
ケ
ル
氏
に
牛
耳
ら
れ
て
い
る
サ
ル
コ
ジ

氏
を
揶
揄
す
る
た
め
に
編
み
出
し
た
造
語
で
、
英
メ
デ
ィ
ア
が
誤
解
し
て

報
じ
た
よ
う
に
、
両
者
の
協
調
ぶ
り
を
示
す
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

連
帯
し
て
解
決
す
る
し
か
な
い

　

来
年
七
月
に
設
置
予
定
だ
っ
た
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｅ
Ｓ
Ｍ
、

仏
語
だ
と
Ｍ
Ｅ
Ｓ
）
も
仏
独
主
導
で
今
年
七
月
に
前
倒
し
設
置
さ
れ

る
が
、
サ
ル
コ
ジ
氏
は
昨
年
一
二
月
の
ル
モ
ン
ド
紙
と
の
会
見
で
「
安

定
（ST
A
BILIT

E

）」
の
「
Ｓ
」
を
「
連
帯
（SO

LID
A
LIT
E

）」

と
言
い
間
違
え
た
が
、ル
モ
ン
ド
紙
の
記
者
も
そ
の
誤
り
を
指
摘
せ
ず
、

そ
の
ま
ま
紙
面
に
な
っ
て
い
る
。

　

多
分
、
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
こ
の
「
Ｓ
」
を
サ
ル
コ
ジ
氏
や
ル
モ

ン
ド
紙
の
記
者
同
様
に
「
連
帯
」
の
「
Ｓ
」
と
受
け
取
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、「
ユ
ー
ロ
危
機
」
は
欧
州
が
「
連
帯
」
し
て
乗

り
切
る
以
外
な
い
と
い
う
内
的
叫
び
の
露
出
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
欧
州

人
に
と
っ
て
は
、「
連
帯
」
と
「
安
定
」
は
同
意
語
と
も
い
え
よ
う
。

　

だ
が
、
米
英
や
日
本
な
ど
実
利
実
用
主
義
の
国
か
ら
み
れ
ば
、
こ

う
し
た
旧
大
陸
の
欧
州
的
考
え
は
「
具
体
性
に
欠
け
る
」
と
の
批
判

を
招
き
、
市
場
は
「
ユ
ー
ロ
安
」
に
走
る
こ
と
に
な
る
。
欧
州
大
陸
と

米
英
日
ら
の
間
に
は
深
く
て
渡
れ
な
い
川
が
あ
る
と
、つ
く
づ
く
思
う
。

つ
い
で
に
言
え
ば
、ギ
リ
シ
ャ
と
ロ
ー
マ（
イ
タ
リ
ア
）
は
欧
州
人
に
と
っ

て
は
文
明
の
故
郷
だ
。
さ
す
が
に
サ
ル
コ
ジ
氏
も
「
ギ
リ
シ
ャ
を
ユ
ー

ロ
圏
に
入
れ
た
の
は
間
違
い
だ
っ
た
」
と
慨
嘆
し
た
が
、
欧
州
人
の
両

国
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
ぶ
り
も
ま
た
、
わ
れ
ら
日
本
人
に
は
な

か
な
か
理
解
し
が
た
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、「
ユ
ー
ロ
危
機
」
の
中
の
仏
大
統
領
選
で
、
誰
が
勝
利
す
る

の
か
。
い
ま
言
え
る
こ
と
は
サ
ル
コ
ジ
再
選
で
も
オ
ラ
ン
ド
勝
利
で
も
、

次
期
大
統
領
は
厳
し
い
緊
縮
財
政
を
粛
粛
と
実
施
し
、
欧
州
統
合
の

夢
を
見
果
て
ぬ
夢
に
終
わ
ら
さ
な
い
覚
悟
を
し
っ
か
と
定
め
、
メ
ル
ケ

ル
氏
と
「
永
遠
の
妥
協
」
を
繰
り
返
し
て
「
ユ
ー
ロ
危
機
」
を
乗
り
切

る
以
外
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
■




